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今
年
の
「
も
み
じ
ま
つ
り
」
は
11

月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）の
２
日
間

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

洞
川
会
場
で
は
豪
華
景
品
が
当
た

る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
、
役
場
会
場

で
は
恒
例
の
村
民
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
模
擬
店
や
物
産
展
を
実
施
し
た
ほ

か
、
会
場
か
ら
北
角
ま
で
の
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
交
流
都
市
で
あ
る
枚

方
市
に
よ
る
物
産
販
売
、和
太
鼓「
龍

王
」
の
演
奏
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧

飛
行
、
警
察
に
よ
る
白
バ
イ
・
パ
ト

カ
ー
展
示
、
自
衛
隊
に
よ
る
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
Ｖ
Ｒ
体
験
、
奈
良
県
立

大
学
生
に
よ
る
縁
日
、
そ
し
て
今
年

度
は
新
た
に
「
子
供
・
未
来
サ
ポ
ー

ト
寿
乃
家
」
の
皆
様
に
よ
る
歌
や
ダ

ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
も
加
わ
り
、
多
彩

な
催
し
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

紅
葉
は
例
年
に
も
増
し
て
美
し
く

色
づ
き
、
山
頂
を
含
め
四
季
の
移
り

変
わ
り
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

初
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
昨
年
を

上
回
る
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
２
日
目
は
早
朝
か

ら
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
雨
な
ら
で

は
の
景
観
を
楽
し
ま
れ
る
方
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
数
は
２
日
間
で
約
２
，
５

０
０
人
と
昨
年
よ
り
わ
ず
か
に
減
少

し
た
も
の
の
、
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

吉
野
警
察
署
や
吉
野
土
木
事
務
所

の
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
交
通
渋
滞

も
な
く
、
ま
た
天
川
村
商
工
会
・
大

峯
山
洞
川
温
泉
観
光
協
会
・
天
川
村

漁
業
協
同
組
合
の
皆
様
の
支
え
も
あ

り
、
期
間
中
は
事
故
も
な
く
無
事
に

終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

＼ 11月８日（土） ・ ９日（日） ／

第43回 天の川もみじまつり 開催しました！



3

　

10
月
22
日（
水
）、
毎
年
恒
例
の
社

会
教
育
学
級
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

早
朝
よ
り
雨
の
た
め
、
室
内
で
の
プ

レ
ー
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

４
つ
の
学
級
か
ら
24
名
の
学
級
生

が
集
ま
り
、
室
内
と
い
う
慣
れ
な
い

場
所
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
し

た
が
、
屋
外
と
は
違
う
難
し
さ
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
次
第
に
コ
ツ

を
つ
か
み
、
や
が
て
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
予
想
以
上
に
多
く
出
て
い
ま
し

た
。

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
や

大
ホ
ー
ル
、
舞
台
の
上
、
会
議
室
や

廊
下
な
ど
、
様
々
な
場
所
を
駆
使
し

た
８
ホ
ー
ル
を
２
ゲ
ー
ム
し
ま
し
た

が
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
や
る
よ
り
楽

し
い
」
と
い
う
声
や
、「
室
内
だ
と

寒
い
時
期
で
も
楽
し
め
て
い
い
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
反
面
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

上
級
者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
健
民

運
動
場
で
本
来
の
腕
前
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
物
足
り
な
い
部
分

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ

レ
ー
後
に
お
茶
を
の
み
な
が
ら
学
級

同
士
の
交
流
も
で
き
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ま
だ

参
加
さ
れ
た
事
が
な
い
学
級
生
の
皆

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

１位 乾井宣代さん
２位 中嶋福重さん
３位 中西里美さん
４位 下岡京子さん
５位 堀井ときみさん

３回 乾井宣代さん
２回 中嶋福重さん、平 惠子さん、堀井智津子さん

１回

中西里美さん、　 堀井ときみさん、
上西佐登美さん、今西富美代さん、
山崎千里さん、　 坂口一見さん、
札谷秀香さん、　 中森和代さん、
上西美智代さん

社
会
教
育
学
級

交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

できごと
10/22

● 結　果 ● ホールインワン賞



12月25日（木）は、
固定資産税第3期・国民健康保険税第６期・介護保険料第６期・

後期高齢者医療保険料第６期の納期限日です。
お手元の納付書により納付をお願いします。口座振替の方は、預金の準備をお願いします。

納期内の納付にご協力ください。納期内の納付は、徴収経費の削減につながります。

お知らせ 村税等の納期について
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10
月
21
日（
火
）、
天
川
小
中
学
校
の

9
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た

「
植
樹
×
食
事
」
イ
ベ
ン
ト
が
、
小
中

学
校
体
育
館
裏
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、「
天
川
村
に
広
葉
樹

を
増
や
し
、景
観
を
よ
く
す
る
と
共
に
、

防
災
に
も
つ
な
げ
た
い
」
と
い
う
生
徒

た
ち
の
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

１
，０
０
０
円
の
参
加
料
を
い
た
だ
き
、

植
樹
の
返
礼
と
し
て
１
，
０
０
０
円
分

の
食
事
券
を
配
る
こ
と
に
よ
り
、
村
内

の
飲
食
店
で
地
元
の
味
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
仕
組
み
で
、「
自
然
を
守
る
」
だ

け
で
な
く
「
地
域
経
済
を
回
す
」
こ
と

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
村
内
外
か
ら
約
30
名
が
参
加

し
、
広
葉
樹
の
苗
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
植
え
な
が
ら
、
天
川
村
の
自
然
と
向

き
合
う
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
の
企

画
力
に
感
心
し
た
」「
村
の
自
然
を
守

る
活
動
に
参
加
で
き
て
う
れ
し
い
」
と

い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
「
自
分
た
ち
の
手
で
植
え

た
木
が
大
き
く
育
っ
て
、
ま
た
天
川
を

訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
語
り
、
未
来
の
天
川
へ
の
願
い

を
込
め
て
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
村
内
飲
食

店
（
う
え
き
・
お
お
と
り
・
か
ど
や
・

清
九
郎
・
ひ
ゆ
り
菜
・
み
つ
ば
・
柳
豊
・

naya

）
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
温
か
な

交
流
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も

た
ち
と
地
域
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

天
川
の
豊
か
な
森
と
人
の
つ
な
が
り
を

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

～
天
川
小
中
学
校
９
年
生
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
～

天
川
の
森
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
植
樹
×
食
事
」
開
催

できごと
10/21
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10
月
30
日（
木
）、
鳥
取
県
に
て
全

国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２

５
が
開
催
さ
れ
、
全
国
過
疎
地
域
連

盟
の
理
事
を
務
め
る
車
谷
村
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

車
谷
村
長
は
全
国
過
疎
地
域
連
盟

主
催
者
代
表
と
し
て
、「
過
疎
地
域

は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
農
林
水

産
業
の
発
展
・
成
長
に
密
接
に
関
わ

る
な
ど
、
地
域
経
済
の
循
環
や
自
然

保
全
に
貢
献
し
て
お
り
、
国
土
の
多

様
性
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
多
く
の
過
疎
地

域
で
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が

進
行
し
て
お
り
、
地
域
経
済
の
縮
小

や
担
い
手
不
足
な
ど
過
疎
地
域
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
ま
し
て
お

り
、
地
域
住
民
の
生
活
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
財
源
の
充

実
・
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
過
疎
地
域
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
新
た
な
気
づ
き
や
発
見
を
得

る
場
と
な
る
と
と
も
に
、
皆
様
が
相

互
の
交
流
を
深
め
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
通
じ
て
将
来
に
向
け
た
取

組
を
考
え
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

優
良
事
例
表
彰
の
式
典
に
続
き
、
神

戸
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授
の

中
塚
雅
也
氏
を
講
師
を
迎
え
「
次
世

代
に
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
と
エ
コ
シ
ス

テ
ム
」
と
題
し
た
基
調
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
世
代
を
超

え
て
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ふ

る
さ
と
～
自
然
・
人
・
活
力
と
と
も

に
～
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

10/30
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
２
０
２
５ 

in 

と
っ
と
り

　

10
月
27
日（
月
）、
天
川
村
で
全
国

治
水
砂
防
協
会
近
畿
支
部
長
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
で
は
、
車
谷
村
長
が
奈

良
県
治
水
砂
防
協
会
支
部
長
と
し
て

議
長
を
務
め
、
砂
防
関
係
事
業
の
推

進
に
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
重
点
的
且

つ
計
画
的
に
事
業
の
推
進
を
は
か
る

こ
と
で
住
民
の
「
い
の
ち
」・「
く
ら

し
」と
と
も
に「
な
り
わ
い
」を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
提
言
と
し
て
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
実
現
に
向
け
て
全
国
大

会
で
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
国
土
交
通
省 

國
友
砂
防
部
長
・
全
国
治
水
砂
防
協

会 

大
野
理
事
長
が
来
賓
と
し
て
参

加
さ
れ
、
お
二
方
よ
り
現
在
の
砂
防

事
業
の
話
題
提
供
が
行
わ
れ
、
有
意

義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
翌
28
日

（
火
）に
は
、
冷
水
地
区
で
実
施
し
て

い
る
国
の
直
轄
砂
防
事
業
の
現
地
見

学
会
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者
よ
り
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
会
の

う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲現地見学会の様子（冷水地区）

▲式典で受賞者の方々を
　表彰する車谷村長

▲主催者代表として挨拶する
　車谷村長

▲議長として挨拶する車谷村長

村長だより

10/27・28
全
国
治
水
砂
防
協
会
近
畿
大
会
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11
月
10
日（
月
）に
災
害
復
旧
促
進

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
車
谷
村
長

が
全
国
治
水
砂
防
協
会
奈
良
県
支
部

長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化

に
よ
る
迅
速
か
つ
円
滑
な
復
旧
を
図

る
た
め
の
適
切
な
予
算
の
確
保
、
災

害
防
止
対
策
強
化
に
向
け
た
制
度
拡

充
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体

と
な
っ
た
防
災
対
策
の
強
化
を
推
進

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
奈
良
県
選

出
の
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会
が
11
月

11
日（
火
）に
東
京
で
開
催
さ
れ
、
車

谷
村
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
洪
水
な
ど
の
災
害
か

ら
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
健

康
で
豊
か
な
生
活
環
境
と
安
全
で
活

力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
治

水
関
係
予
算
の
確
保
・
流
域
治
水
の

加
速
化
を
図
り
、
事
前
の
防
災
対
策

を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日（
金
）、
東
京
で
開
催
さ
れ

た
全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
に
車
谷
村

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

車
谷
村
長
は
全
国
治
水
砂
防
協
会
奈

良
県
支
部
長
と
し
て
、
国
土
交
通
省
や

奈
良
県
選
出
の
国
会
議
員
へ
次
の
要
望

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

土
砂
災
害
の
被
害
の
深
刻
化
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
人
命
を
守
り
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
と
強
靭
な
国
土
を
実

現
す
る
た
め
の
積
極
的
な
砂
防
事
業

▲治水事業促進全国大会の様子

▲国土交通省國友砂防部長への要望

▲全国治水砂防促進大会の様子

▲田野瀬衆議院議員（写真中央）に
　要望を行う車谷村長

◀
主
催
者
側
と
し
て
参
加
す
る

　
車
谷
村
長

村長だより

11/10

11/11

災
害
復
旧
促
進
全
国
大
会

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会

11/14
全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会
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　地方税法３１７条の６の規定により、給与支払者は、従業員の給与所得等を記載した「給与支払い
報告書」を翌年の１月末日までに、従業員が翌年１月１日現在に住んでいる市町村に提出する義務が
あります。

対象者は、給与（専従者含）、パートやアルバイト等給与を支払ったすべて
3 3 3

の従業員です。

　給与の支払いを行った事業所様は、給与支払報告書（個人別明細書）に、総括表を添付して役場住
民課まで提出してください。

※１　総括表は、事業所様宛に１２月中旬に送付の予定です。
※２　昨年、eLTAX（エルタックス）で提出いただいた事業所については、総括表を郵送しません。
※３　�給与支払報告書（個人別明細書）は、税務署から配布の「給与支払報告書等の作成及び提出に

ついての手引書」をご覧ください。また、給与支払報告書（個人別明細書）が必要な場合は最
寄りの税務署または、役場住民課税務係にお問い合わせください。

※４　�源泉徴収票の提出方法は税務署にご確認ください。（給与支払報告書とは提出基準が異なりま
すのでご注意ください。）

お問い合わせ先：役場住民課　税務係　☎６３－０３２１

給与支払報告書は期限内にご提出ください
提出期限　　令和８年２月２日（月）

　

11
月
５
日（
水
）と
14
日（
金
）の
両

日
、
主
要
地
方
道
高
野
天
川
線
の
天

川
村
内
に
お
け
る
道
路
整
備
推
進
の

要
望
活
動
を
、
国
土
交
通
省
・
財
務

省
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

主
要
地
方
道
高
野
天
川
線
は
紀
伊

半
島
を
縦
断
す
る
国
道
１
６
８
号

線
・
１
６
９
号
線
を
東
西
に
結
ぶ
ハ

ブ
機
能
を
有
し
、
今
後
想
定
さ
れ
る

東
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
は
緊
急
物
資
の
輸
送
路
な

ど
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
効
果
を
最

大
限
活
か
す
た
め
に
、
未
整
備
区
間

の
速
や
か
な
整
備
促
進
を
要
望
し
ま

し
た
。

▲国土交通省沓掛道路局長と

▲国土交通省富山官房審議官と ▲財務省山川主計官と ▲財務省末光主計官と

村長だより

お知らせ
会社や事業主の皆様方へ

給 与 支 払 報 告 書 の 提 出 に つ い て

11/5・14
主
要
地
方
道
高
野
天
川
線

道
路
要
望
活
動
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ポート天川　12月の予定表

見える所に貼り、ご活用ください。

日 曜日

国　保　診　療　所
ほほえみ
ポ ー ト
天　　川
保健事業

歯科診療所

午　前
（受付 午前８：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後１：30

〜３：30）
（木曜日のみ午後2：00

〜3：30）

午前受付
8：30～11：30
午後受付
1：00～３：30
※予約優先

16 火 診　　察 検 査 日 午前のみ診療

17 水 診　　察
１整形外科、２内科 検 査 日 診　　療

18 木 休　　診 診　　察

19 金 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室
運動機能向上教室 診　　療

20 土 閉　　　　館　　　　日

21 日 閉　　　　館　　　　日

22 月 診　　察 診　　察

23 火 診　　察 検 査 日 診　　療

24 水 診　　察
１整形外科、２内科 検 査 日 診　　療

25 木 休　　診 診　　察

26 金 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室
運動機能向上教室 午前のみ診療

27 土 閉　　　　館　　　　日

28 日 閉　　　　館　　　　日

29 月 閉　　　　館　　　　日

30 火 閉　　　　館　　　　日

31 水 閉　　　　館　　　　日
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検検診や教室等の内容やお申し込みの方法、その他、疑問な点やご不明な点につ
きましては、ほほえみポート天川内保健師までお気軽にお問い合わせください。

連絡先　☎６３－９１１０

心の健康相談会のご案内
　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持
ちがすっきりとせず不安のある方など、どなたでもお申し込みいただけます。相談は無料
で、個別相談ですので予約制です。また、定員に達し次第受付を終了します。相談を希望
される方は、下記までお申し込みください。相談の内容などの秘密は、固く守られます。
この機会をぜひご利用ください。

発達相談のご案内
　お子様のしつけや発達などについて、臨床心理士の先生との個別相談会を開催します。
相談は無料で、臨床心理士との個別相談ですので予約制です。また、定員に達し次第受付
を終了します。相談を希望される方は、下記までお申し込みください。

個別がん検診のお知らせ
　個別がん検診の受診を希望される方は、専用の受診票をお渡ししますので令和８年２月
27日（金）までにほほえみポート天川内健康福祉課までお申し込みください。

（注意）南奈良総合医療センターにて「胃内視鏡検査（胃カメラ）」または「乳がん検診」
を受診される場合、最終検診日は令和８年３月６日（金）です。受診される際は、お早め
にご予約ください。

●�乳がん検診・子宮がん検診は、年齢によって今年度の個人負担が無料となります。
　対象年齢については、下記をご確認ください。

日　程 会　場
12月10日（水） ほほえみポート天川　２階

乳がん検診
40歳　昭和59年４月２日～昭和60年４月１日
45歳　昭和54年４月２日～昭和55年４月１日
50歳　昭和49年４月２日～昭和50年４月１日
55歳　昭和44年４月２日～昭和45年４月１日
60歳　昭和39年４月２日～昭和40年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成16年４月２日～平成17年４月１日
25歳　平成11年４月２日～平成12年４月１日
30歳　平成 6 年４月２日～平成 7 年４月１日
35歳　平成元年４月２日～平成 2 年４月１日
40歳　昭和59年４月２日～昭和60年４月１日

胃内視鏡検診（胃カメラ） 乳がん検診 子宮頸部がん検診
対象

（天川村民に限る） ５０歳以上の方 ４０歳以上の女性 ２０歳以上の女性

受 診 間 隔 ２年に１度 ２年に１度 毎　　年

受 診 会 場 南奈良総合医療センター 南奈良総合医療センター
鎌田医院 県内検診実施医療機関

自 己 負 担 ２，５００円 １，５００円 ２，０００円

開催日：12月１日（月）　　　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お一人との相談となります。）

保 健 事 業 の お 知 ら せ
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●「会食とふれあいの集い」が開催されました
　今年も「会食とふれあいの集い」が開催されました。
　「会食とふれあいの集い」は、７５歳以上の方を対象に洞川地区・中央地区・西部地区
福祉のむらづくり会が開催しています。
　１０月２３日（木）は、洞川地区の方を対象に「洞川地区公民館」で、２９日（水）は西部
地区の方を対象に「ふるさとセンターつどい」で、３０日（木）は中央地区の方を対象に「山
村開発センター」で行われ、たくさんの方が参加されました。会場ではお食事の他、カラ
オケ大会、ビンゴゲームなどが行われ、皆さんとても楽しんでくださいました。

●１１月５日にグラウンドゴルフが開催されました
　１１月５日（水）に天川村老人クラブ連合会主催の第５４回グラウンドゴルフ大会が天川
村健民グラウンドにて開催されました。
　当日は少し肌寒く、曇りがちな空模様でしたが、そんな中３８名の参加者により熱戦が
繰り広げられました。
　大会では６本のホールインワンが飛び出し、ラウンドの様々な場所から拍手や笑い声が
飛び交い無事に終了することができました。
　表彰式では塩野老人クラブの鶴岡壇定さんが優勝、準優勝に八坂老人クラブ林谷節子さ
んが選ばれました。入賞された方々には豪華商品が送られました。

優勝 鶴岡　壇定 塩野老人クラブ

準優勝 林谷　節子 八坂老人クラブ

第３位 東　ミサ代 紫光老人クラブ

第４位 中西　隆司 水分老人クラブ

第５位 山田　健次 五郷老人クラブ

洞川地区公民館 ふるさとセンターつどい 山村開発センター

天川社協だより
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国保診療所・ほほえみ

日 曜日

国　保　診　療　所
ほほえみ
ポ ー ト
天　　川
保健事業

歯科診療所

午　前
（受付 午前８：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後１：30

〜３：30）
（木曜日のみ午後2：00

〜3：30）

午前受付
8：30～11：30
午後受付
1：00～３：30
※予約優先

1 月 診　　察 診　　察 心の健康相談

2 火 診　　察 検 査 日 午前のみ診療

3 水 診　　察
１整形外科、２内科 インフルエンザ 診　　療

4 木 休　　診 診　　察

5 金 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室
運動機能向上教室 診　　療

6 土 閉　　　　館　　　　日

7 日 閉　　　　館　　　　日

8 月 診　　察 診　　察

9 火 診　　察 検 査 日 診　　療

10 水 診　　察
１整形外科、２内科 検 査 日 発達相談 診　　療

11 木 休　　診 診　　察

12 金 診　　察 診　　察 脳のトレーニング教室
運動機能向上教室 診　　療

13 土 閉　　　　館　　　　日

14 日 閉　　　　館　　　　日

15 月 診　　察 診　　察

＊医師不在時は投薬できません。薬の切れる方は早めに受診してください。
＊整形外科診療は水曜の午前のみです。
＊診察を受けずに投薬はできません。
＊歯科診療所は予約優先となっています。受診時は事前にご連絡ください（☎63-0126）
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　毎年、11月９日から15日は
秋の火災予防週間です。
　今年の標語は「急ぐ日も　
足止め火を止め　準備よし」
となっています。コンロやス
トーブ等を使用した後は、必
ず火を消したかの確認を行
い、日頃からの火災予防に努
めて下さい。

　天川小中学校においては４～６年生を対象
に防火ポスターが募集され、以下のみなさん
が入賞しました。表彰式では天川村消防　団
長から表彰状の授与とともに、火災予防に対
する教訓が述べられました。また、「もみじ
祭り」に合わせて、天川村役場の玄関に４～
６年生全員の展示も行いました。

　天川村消防団では、11月10日（月）に村内一円の防火啓発パレード、同日夜に一斉放水
訓練、11月15日（土）には消防用ポンプの定期点検を実施するなど、日ごろの防火対策に
努めました。

　

11
月
１
日
現
在
の
天
川
村

消
防
団
本
部
役
員
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

４年 片岡　葵斗 さん
４年 辰巳　晃翼 さん
５年 佐藤　遼晴 さん
５年 宮田　大城 さん
６年 小川　仁照 さん
６年 西村　和瑚 さん

第
３
分
団

分
団
長

第
２
分
団

分
団
長

第
１
分
団

分
団
長

副
団
長

副
団
長

副
団
長

団　
　
長

上
西　
修
一
郞

前
岡　
賢
治

井
口　
雅
彦

澤
村　
貞
一

奥
田　
豊
文

西
浦　
則
道

花
谷　
智
樹

◆ 防火ポスター入賞者

防災てんかわ　第112回　秋の火災予防運動

天
川
村
消
防
団

本
部
役
員
に

つ
い
て
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　国民年金保険料は毎月納めていただきますが、収入の減少や失業等により、保険料を納
めることができなくなることもあります。しかし、保険料を未納のままにしておくと、将
来の年金（老齢年金）や障害や死亡といった不測の事態が生じたときに、「障害年金」や「遺
族年金」を受け取ることができない場合があります。
　そのような状況を防ぐため、本人からの申請により、保険料が「免除」または「納付猶
予」される制度があります。

①保険料免除（全額免除・一部免除）制度
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、保険料が全額免除ま
たは一部免除となります。なお、一部免除は、減額された保険料を納めないと未納期間と
なりますので、必ず納めてください。

②保険料納付猶予制度
　２０歳以上～５０歳未満の人で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合
に、保険料納付が猶予されます。

【学生の人は、学生納付特例をご利用ください】
　学生の人で、本人の所得が一定額以下の場合には、申請により保険料納付が猶予される
「学生納付特例制度」を利用することができます。

■免除が承認された場合の免除額と保険料� （令和７年度の月額保険料）

■申請書による申請
１．申請書の記入
　　「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」に必要事項記入してください。
２．申請書を提出
　　次のいずれかに提出してください。郵送でも手続きできます。
　・天川村役場　住民課　国民年金係（☎63-0321）　・お近くの年金事務所
　※申請書の用紙が役場の住民課にありますので、窓口にお越しください。

■マイナポータルを利用した申請
　マイナンバーカードをお持ちの方はマイナポータルから免除申請の手続きができます。
紙の申請書の記入が不要となります。
１．マイナポータルへアクセス
　�　マイナンバーカードと受け取り時に設定したパスワードを準備してアクセスしてくだ
さい。

２．マイナポータルへログイン
　�　マイナンバーカードをご準備いただき、マイナポータルへログインしてください。マ
イナポータルのトップ画面の「年金」を選択し、「国民年金保険料の免除」から希望す
る手続きを選択してください。

３．申請を行う
　　案内に従い必要事項を入力して申請してください。

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除
免　除　額 １７，５１０円 １３，１３０円 ８，７５０円 　４，３８０円
保　険　料 　　　　  ０円 　４，３８０円 ８，７６０円 １３，１３０円

年　金
だより 国民年金保険料免除・納付猶予制度の申請を！
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I N F O R M A T I O N

　どこに相談すればよいのかわからない困
りごとがありましたら、行政相談所でお気
軽にお尋ねください。相談は無料・秘密厳
守です。
※�個人間のトラブルや担当機関がわかる内
容は行政相談では対応できかねます。

〈行政相談委員が開催する行政相談所〉

時 12月16日（火）
午後１時30分～３時

所 山村開発センター203会議室

　お気軽にご利用ください。なお、健康相
談は無料相談のみで、診療・検査等は行なっ
ておりませんので、あらかじめご了承くだ
さい。
目に関する健康相談（眼科医会）
　12月９日（火）午後２時～午後３時
　予約必要
　※受付締切12月４日（木）
整形外科に関する健康相談（整形外科部会）
　12月16日（火）
　午後１時30分～午後２時30分
　予約必要　※受付締切12月15日（月）
精神科に関する健康相談（精神々経科部会）
　12月16日（火）
　午後３時30分～午後４時30分
　予約必要　※受付締切12月９日（火）
内科疾患に関する健康相談（内科部会）
　12月17日（水）
　午後１時45分～午後２時45分
　予約必要　※受付締切12月16日（火）

所 奈良県医師会館・１階
県民健康サービス室

　　（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

問 〒634-8502　橿原市内膳町5-5-8
奈良県医師会各主催部会

　　☎0744-22-8502

　手軽に移動ができ便利な石油ストーブで
すが、カートリッジタンクの口金が緩み、
灯油が漏れて引火する火災が発生しており
ます。給油の際は、今一度口金がしっかり
と閉まっているか確認をしましょう。
　また、使用する前には、周囲の整理整頓
と、カーテンやふすま等に近すぎないか、
上から物が落ちてくる危険がないかなどの
安全確認をしっかりしてから点火する習慣
をつけ、給油をする際は火を消してから行
いましょう。

火災・救急は119
付いていますか？住宅用火災警報器

問 奈良県広域消防組合
下市消防署・天川分署

　　http://www.naraksk119.jp/

　令和７年度より定年後のキャリアチェン
ジ相談窓口を設置しました。転職、起業、
地域貢献活動など高齢者の様々なニーズに
対し、相談員が適切な支援策へ橋渡しする
ことで、社会での活躍を応援します。ご利
用の方はお電話または直接ご来所くださ
い。

問 奈良県奈良しごと i センター
奈良市西木辻町93‒6

　　エルトピア奈良１階
　　☎0742‒23‒5730
　　https://www.pref.nara.jp/68660.htm

奈良県医師会の学術部会が
行う健康相談のお知らせ

石油ストーブの安全な
取扱い

定年後のキャリアチェンジ
相談窓口を開設しました

＼困ったら 一人で悩まず／
行政相談所を開設します
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天
川
村
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
・
商
工
観
光
担
当
の
藤
井

で
す
。
今
年
４
月
に
着
任
し
、
気
づ
け
ば

８
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

移
住
当
初
は
「
村
の
暮
ら
し
に
馴
染
め

る
か
な
」と
少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

天
川
村
は
優
し
い
方
ば
か
り
で
、
そ
ん
な

心
配
は
す
ぐ
に
吹
き
飛
び
ま
し
た
。

　

地
域
の
お
祭
り
に
参
加
し
た
り
、
友
人

と
稲
村
ヶ
岳
へ
登
拝
し
た
り
、
法
螺
貝
を

練
習
し
た
り
、
四
季
折
々
の
大
自
然
と
文

化
に
親
し
み
な
が
ら
、
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
に
「
普
段
は
ど
こ
で
何
し
て

る
の
？
」
と
聞
い
て
頂
く
こ
と
が
あ
る
の

で
、
今
日
は
、
私
の
協
力
隊
と
し
て
の
活

動
を
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
付
き
合
い
下
さ
い
ま
せ
。

　

私
の
業
務
は
日
ご
と
に
異
な
り
、
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
月
曜
日
は
、
洞
川
温
泉

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
内
の
「
て
ん
」
で
、

特
産
品
販
売
と
観
光
案
内
を
担
当
し
て
い

ま
す
。「
初
め
て
天
川
村
に
来
ま
し
た
」

と
い
う
観
光
客
の
方
も
多
く
、「
お
す
す

め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
？
」「
つ
り
橋
は

ど
こ
？
」「
川
魚
が
食
べ
ら
れ
る
お
店

は
？
」
な
ど
、
質
問
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

初
め
の
う
ち
は
土
地
勘
が
な
か
っ
た
の
で
、

ス
キ
マ
時
間
に
天
川
村
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

読
み
、
休
日
に
村
内
を
歩
い
た
り
、
色
ん

な
も
の
を
食
べ
て
み
た
り
、
村
の
方
に
教

わ
っ
た
り
し
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
覚
え
て

い
き
ま
し
た
。
案
内
し
た
お
客
様
が
、
帰

り
に
ま
た
立
ち
寄
っ
て
く
れ
て
「
楽
し

か
っ
た
よ
、
ま
た
来
ま
す
」
と
声
を
か
け

て
下
さ
る
時
は
、
と
て
も
嬉
し
い
瞬
間
で

す
。

　

火
曜
日
は
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
西
友
で

カ
フ
ェ
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
香
ば

し
い
コ
ー
ヒ
ー
と
、
洞
川
夏
い
ち
ご
や
吉

野
葛
の
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
し
た
り
、
天
川

村
で
の
暮
ら
し
に
関
心
を
持
つ
お
客
様
に

は
、
移
住
者
や
協
力
隊
の
立
場
と
し
て
、

村
の
魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
日
は
役
場
で
、
天
川
村
公

式TikTok

の
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
の
制
作
や
、

イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
や
も
み
じ
ま
つ
り
な
ど
、

村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
「
天
川
村
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
養

成
講
座
」
で
は
、
参
加
者
の
方
と
一
緒
に

観
音
峰
を
歩
い
て
、
植
物
の
生
態
を
学
ん

だ
り
、
洞
川
・
中
央
・
西
部
の
各
地
域
を

巡
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
養
成
事
業
に
も
携
わ
ら
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

西
部
地
区
の
「
す
ず
か
け
の
道
」
を
復

興
す
る
道
普
請
（
み
ち
ぶ
し
ん
）
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
保
存
会
の
方
の
情
熱
は

さ
る
事
な
が
ら
、
空
海
さ
ん
も
歩
い
た
古

道
と
聞
い
て
、
作
業
中
は
わ
く
わ
く
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
、
旅
行
業
の
勉
強
に
も
取
り

組
み
「
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
」
の

資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
来
年
以
降
、
洞

川
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

天
川
村
の
自
然
や
文
化
を
体
感
で
き
る
着

地
型
ツ
ア
ー
の
実
施
を
目
指
し
、
一
歩
一

歩
、
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
天
川
村
を
次
世
代
へ
伝
え
、
よ

り
良
い
か
た
ち
で
賑
わ
い
の
あ
る
村
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地域おこし協力隊だより
企画観光課

商工観光担当
藤井　昌子
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令和４年度より進めていた配湯管の高断熱化が完了し、
竣工式典が盛大に行われました

９名が感謝と期待を胸に小中学校を
巣立ちました

人生の節目となる第一歩を
踏み出しました

名水まつり

小屋龍生くん

全国大会出場

えんがわ音楽祭
天の川もみじまつり

天川村消防団出初式

９年ぶりに天川村で
プロレス大会が開催されました

＼広報誌で振り返る／
天川村の令和７年

　今年も残すところあと12月の
みとなりました。この１年にど
んな出来事があったか、広報誌
に掲載した写真で振り返ってみ
ましょう。

月

月 月
月

月月

月

月
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10
月
19
日（
日
）～
20
日（
月
）、
第
10

回
「
え
ん
が
わ
音
楽
祭
～
水
の
音
コ
ン

サ
ー
ト
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
初
め
て
の
平
日
開
催
と
な

り
ま
し
た
。前
夜
祭
、メ
イ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
、
旅
館
縁
側
を
会
場
と
し
た
え
ん
が

わ
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
り
２
日
間
の
３
公

演
で
数
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

出
演
者
の
皆
様
も
「
え
ん
が
わ
音
楽

祭
」
に
縁
の
深
い
方
か
ら
初
め
て
出
演

さ
れ
る
方
ま
で
、
皆
様
素
晴
ら
し
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
集
ま
っ
た
観
客
を
魅

了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
天
川
の
澄

ん
だ
空
気
の
中
で
の
演
奏
で
や
さ
し
い

音
色
と
美
し
い
歌
声
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第10回えんがわ音楽祭　～水の音コンサート～できごと
10／19・20

ご出演いただいた皆様

渡辺　真知子
シンガーソングライター
藤澤　ノリマサ
シンガーソングライター
ウェイウェイ・ウー　
二胡奏者
横田　美穂　
フルート奏者
山下　伶　
クロマチックハーモニカ奏者
大阪音楽大学大学生
ScatRaw ×スティーヴエトウ
オープニングアクト
加美　幸伸
MC
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TEL：0747-63-0321  FAX：0747-63-0329
■

URL：
https://www.vill.tenkawa.nara.jp/　

■
E-mail：

tenkawa@vill.tenkawa.lg.jp

令和７年10月末日現在（　）内は前月との比較人口　1,179人（＋2）	 男　570人（±0）	 女　609人（＋2）	 世帯数　633戸（±0）

燃焼 32.55トン 前月比： 77.91％ 前年同月比： 117.72％ 不燃 1.46トン 前月比： 100.69％ 前年同月比： 91.25％

資源 4.76トン 前月比： 82.93％ 前年同月比： 82.93％ 粗大 3.04トン 前月比： 226.87％ 前年同月比： 123.08％

天川保育園・天川幼稚園だより天川保育園・天川幼稚園だより

　一人一人を大切にし、なかまとともに育ち
あい、いろいろな生活体験をするなかで、た
くましく感性豊かな子どもを育てる。

・丈夫なからだと強い心をもった子を育てる。
・進んで遊びに取り組む子を育てる。
・誰とでも遊べる思いやりのあるやさしい子を育てる。

森のファミリーレストラン

デイサービス利用者の方と焼き芋大会

動物作り

木の実転がし いらっしゃいませ～

美味しそう！

　園庭で栽培したサツマイモ、坪内の山本さんと南日裏の前田さんが栽培してくださったサ
ツマイモの収穫をしました。「うんとこしょ！どっこいしょ！」次から次へと土から顔を出
すサツマイモに大興奮の子ども達。様々な大きさや形があり、収穫する喜びや楽しさを存分
に経験しました。

　園周辺は、四季折々の自然がいっぱいで、子ども達にとって宝の山。自
然物を拾い集め、ごっこ遊びや制作に取り入れて、各クラスとも遊びや活
動の幅が広がりました。友達同士で発見したことを伝え合ったり、協力し
合ったり、考えを出し合ったり、秋の深まりとともに、友達との関わりが
一層深まりました。

　春・夏・秋と、たくさん笑って遊んで過ごしてきた２０２５年も残すところ１ヶ月となりました。寒さが厳し
くなってきましたが、冷たい空気に鼻を赤くしながらも元気に遊ぶ子ども達の姿にたくましさを感じています。
今年も地域の皆様には、たくさんのご協力をいただき感謝しております。今回は、秋の遊びや活動の様子を紹介
させていただきます。

天川保育園保育目標
げんきいっぱい　えがおいっぱい 心豊かにたくましく生きる力の基礎を育む

天川幼稚園教育目標

サツマイモ掘り

秋の自然物を使った遊び


